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病院と診療科の紹介
JR広島病院

1. 広島市東区唯一の総合病院である。
2. 中規模病院のため、各診療科間および各医療職間の垣根が低く、コミュニケーションがよい。
3. がん、循環器、および運動器・感覚器疾患から近隣地域の2次救急医療まで担当している。
4. いずれの診療科も広島大学の各医局との関連が深い。
5. JR広島駅新幹線口から徒歩約5分に立地し、交通の便がよい。

呼吸器内科
呼吸器内科は日本呼吸器学会、日本アレルギー学会、日本病院総合診療医学会の認定教育施設です。
またJR広島病院内科として日本内科学会教育関連施設に認定されています。
呼吸器内科では呼吸器疾患全般と一般内科疾患の外来、入院、急患診療に従事しています。common 
diseaseと呼ばれる一般内科疾患や呼吸器疾患の診断、鑑別、治療については学会作成のガイドラインに準
拠した診療を行うことを基本姿勢としています。
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初期研修のポイント

病棟研
修
内
容

担当医として指導医と診療に当たります。指導医の指示があれば動脈血液ガス採血も行います。他施設
から紹介となったケースではこれまでの経過が不明である場合がありますので入院時に病歴、理学所見
をとりproblems listを作成します。ウイークデーは担当となった入院患者の診察を1日1回は行い、診療
録を記載していただきます（指導医がカルテ記載を認証します）。理学所見（たとえば肺の聴診所見）
は急性肺炎などの急性期疾患では日々変化する場合があります。聴診所見の変化と治療経過の相関変化
を1度でも経験することは教科書を読むだけでは得ることのできない経験となります。

初診担当医の指導医のもとで診療をおこないます。外来

代
表
的
疾
患

及
び
病
態

呼吸器疾患の半数が急性肺炎などの呼吸器感染症ですが、肺癌・間質性肺炎・喘息・膠原病関連性疾患などの診療
も経験します。専門外来では、毒ガス障害者外来、禁煙外来、睡眠時無呼吸症候群外来があります。救急では呼吸
器疾患以外の疾患の初期対応にあたります。

経
験
で
き
る

手
技

1年目にまわってこられた先生にはルート確保、動脈採血などの基本的手技も研修します。すでに習得済みの先生
には、胸水穿刺、胸腔ドレーン挿入、CV挿入、人工呼吸管理、NIPPVなど。胸水穿刺は外来でもおこなうこともあ
りますので指導医の先生と一緒に胸水穿刺を行います。
気管支鏡(BF)検査：BF前の麻酔や気管支鏡の挿入・観察をやってもらうこともあります。
救急入院が多い診療科ですので、常勤医師と一緒に診療することで救急医療に必要な基本手技を経験することが可
能です。



初期研修のポイント

到
達
目
標

呼吸生理学・
呼吸機能検査

内視鏡

画像診断

[治療]
救急医療

COPD・間質性肺炎をはじめとする慢性疾患、肺炎・慢性呼吸器疾患急性増悪をはじめとする急性疾患に対し肺
機能検査・血液ガス分析などを用いた病態生理・呼吸機能評価を理解し、診断・管理を習得する。

気管支内視鏡検査による生検・BALを用いた肺癌・びまん性肺疾患・感染症などの診断を習得する。

各種呼吸器疾患につき、胸部レントゲン・ＣＴなど画像診断の評価を習得する。

かかりつけ患者の容態急変に対応するほか、一次・二次救急として初診患者の医療を担っている。

呼吸管理・
呼吸リハビリ

慢性呼吸不全に対する在宅酸素療法・急性呼吸不全に対する酸素療法・人工呼吸管理・睡眠時無呼吸症候群に対
するCPAPなどの急性期・慢性期の呼吸管理を習得する。呼吸療法認定師と協力しながら呼吸リハビリテーショ
ンに対する理解を深める。

外科との
診療連携 気胸・肺癌などの外科手術が必要な疾患では診断・管理を行い、外科との連携を習得する。

感染症治療 細菌学的検査をふくめた診断・治療の経験・習得を図る。院内感染対策・抗生剤の適正使用についても習得を図
る。
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主な研修スケジュール
8:30頃

9：00
～12：00

午後

13：00～

月

病棟へ

・回診
・診療録記載
・処方

新患外来
見学

（新患担当医師
について外来
の見学を行い

ます）

入院患者の診療・検査、
救急患者の診療を

指導医と一緒に行います火

水 気管支鏡検査

木
【希望時】

専門外来見学（禁煙、SAS）

金 新患カンファレンス



初期研修医の声

指導医の先生方は教育的で、“勝手にしておいて”といったことを全く言われません。研
修医自身に判断させる際には研修医の理解度をまず確認し、不十分な点があれば着目
すべき部分のヒントを与えた上で考えるようフォローしてくれます。教育方針や達成度につ
いても指導医間で情報共有がなされており、ご配慮を感じます。
また、初期研修医が触れる範囲が広いです。同時に同じ診療科を回る研修医は1人なの
で、扱っているすべての症例を診ることができるのも特徴です。

他の病院と比べて特徴的なことはありますか？

呼吸器内科で新型コロナウイルス感染症を多く診させていただいたことが印象的でし
た。入院される方はご高齢の方が多く、基礎疾患の加療と並行して感染症治療を行う難
しさを感じました。当時は2類感染症から5類感染症への移行期であり、病棟のメンバー
が今後の方針について話し合いながら結束して日々の診療にあたっていた姿が印象的
でした。

印象的だったエピソードはありますか？



医療法人JR広島病院 呼吸器内科

是非、
当院での初期研修を
ご検討ください
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